
  

 

 

 

平成２６年度 新

 暖かな春風にのって潮の香りが

２６年度がスタートしました。

 校内の様子も昨年度とは大きく変わりましたが、教職員が一丸となって

る「勤勉 誠実 健康」な子どもたち

皆様のご支援をよろしくお願いいたします。

 

【 勤 勉 】 

 人間だれしも得意なところと苦手なところがあるものです。「学び」

も同じことが言えます。 

 「新しいことを発見した。できなかったことができた。」という声が聞かれるような授業

にするために、教師は子どもたちへの発問や

の質を高めていきます。また、基礎基本の確実な定着はもちろんのこと、発展的な問題も

積極的に取り入れながら、自分から学ぼうとする子どもたちに育てていきたいと考えてい

ます。わかる授業・楽しい授業を

 

【 誠 実 】 

 自分の思いがしっかり話せる、相手の言い分がきちんと聞ける、その上で自分はどうす

るか決められる、互いを思いやり真心をもって接することができる子どもたちに育ってほ

しいと願っています。 

 そのために、人権教育を基盤とした生活指導を行います。

は、大人でも失敗することはあります。子どもたちもいろいろな失敗を繰り返

しながら育っていきます。失敗を失敗で終わらせずに、その時の言葉や態度な

どを振り返り、教師や友だちと共に考えたりあるいは

しさを発揮できる集団に育つように指導

 

【 健 康 】 

 心身ともに健康であることが挑戦しようという意欲

れたという経験が自信につながり、少々のことなら自分で乗り越えられる強い心をつくっ

ていきます。誰かにしてもらうのを待つ姿勢から自分にできることは何かを考え

よう、子どもたちを励ましていきます。心の悩みを把握するために、定期的に「心の健康

観察」も行います。 

 また、今年度から休み時間を１０分に

しました。マラソンや集団での遊びなど身体を動かす機会を増やし、体力づ

くりを進めていきます。 
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 相手の主張をしっかり聞き取ることができるように、また、相手に自分の考えをしっか

り伝えられるために、子どもたちのコミュニケーション能力を高めるためにどうしたらよ

いか、下記の活動を中心に据えて研究を進めていきます。

 ○ 伝え合い深め合う活動  

 ○ ふるさとについて学ぶ活動…ふるさと学習、他校・地域との交流

 

 

※ 校長室だよりは、毎月２５

  感想・意見等ございましたら

  でお知らせください。 

 

豊かな心と自ら学ぶ意欲

確かな言葉で

～「聞
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２５日ころに月１回発行します。 
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